










【要約】骨量規定因子として遺伝、栄養の他に運動が大きな因子としてあげられる。著者

らは正常小児および運動制限を受けている心疾患児において運動能力と骨密度の関係につ

いて検討した。その結果正常小児において最大酸素摂取量(pVO2)が骨密度と有意な相関を

示し、運動能力が骨密度に寄与することが明らかになった。さらに、運動制限を受けてい

る心疾患患児において SAS スコアによる運動能力の総合的な評価が骨密度を規定すると考

えられた。


